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西成区HP
「運営方針」

資料２-２



西成区の目標（何をめざすのか）

「すべてはこどもたちのために」をキャッチフレーズに、人と人とのつながりを
大切に、みんなが笑顔で暮らしやすいまちをめざす。

西成区の使命（どのような役割を担うのか）

区民の多様な意見やニーズを把握し、地域住民等との連携・協働しながら、
地域の実情や特性に即した施策や支援を行う。

令和７年度 西成区運営の基本的な考え方（区長の方針）

若い人や子育て世帯を呼び込み、活力あるまちをつくるため、
３本柱（①子どもの夢がひろがるまち、②人と人がつながりにぎわうまち、
③みんなが安心して暮らせるまち）の施策を進めていく。

令和７年度 西成区運営方針
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題 主な戦略 新たなアウトカム指標(案) 主な具体的取組 部会

西成区こども生活・まなびサポート事業

外国につながる児童生徒の学習言語定着支援事業

学力分析に基づく演習を活用した苦手分野克服事業

基礎学力向上支援事業（西成ジャガピースクール）

西成区基礎学力アップ事業（西成まなび塾）

発展型学習支援事業

プレーパーク事業

障がいがある子どもや親の孤立防止支援事業

西成区文化観光振興事業

地域コミュニティ支援事業

緑化推進事業

西成区地域福祉計画推進事業

西成版サービスハブ構築・運営事業

区における人権啓発推進事業

地域防災活動事業

防犯対策事業

自転車等安全利用啓発事業

空家等対策推進事業

あいりん地域環境整備事業（巡回・啓発等）

結核対策事業

令和７年度 ⻄成区運営⽅針経営課題における主な具体的取組

こども部会

（１）子どもが健やかに成長できるようにする
（２）すべての子どもの学習意欲があふれる環境をつくる
（３）親子が安心して暮らすことができるように支える

安全あんしん

部会

【経営課題２】
人と人がつながりにぎわう

まち
にぎわい部会

（１）住みたいまち、行ってみたいまちにする
（２）地域の活動を支えてつながりをつくる
（３）誰もが活躍して輝けるまちにする

（１）大規模災害等に備えた体制をつくる
（２）行政と地域住民が連携して防犯・安全対策を行う
（３）あいりん地域の環境改善事例を広げていく

小学校６年生と中学校３年生に対して「学校に行くのは楽しいと思いま
すか」の質問に対する肯定的な回答の割合：令和６年度実績以上

中学校３年生のチャレンジテスト（国語・数学・英語）における西成区の
平均点の大阪市比：前年度実績以上

プレーパーク事業における一日あたりの平均来場者数：120人以上
実績：令和６年度72人

西成区文化観光事業の情報発信や西成区の魅力について掲載してい
る西成区ホームページ「観光・歴史」における閲覧数：前年度以上（令
和６年度は29,859件）

地域福祉フォーラム参加者へのアンケートで「このフォーラムが身近な
地域で見守りや助け合いなどのつながりづくりに役に立つと思う」と回
答する割合 ：令和９年度までに89％（令和７年度74％、令和８年度
81％、令和９年度89％）

地域防災訓練の実施：全地域（大雨警報等で中止になった場合も含
む）

街頭における犯罪発生件数：前年より減少（令和６年：858件）

西成区の結核罹患率を令和９年までに45以下とする
※令和６年　結核罹患率　80.2（概数値）
　　　令和７年　目標値　69
　　　令和８年　目標値　57
　　　令和９年　目標値　45

【経営課題３】
みんなが安心して暮らせ

るまち

【経営課題１】
子どもの夢が広がるまち



西成区の歴史・芸術文化・観光資源を活かし、にぎわいを創出するとともに、広く情報発信す

ることで区民の方の愛着を深め、区外の方が魅力を感じる取組みを進める。

西成区文化観光振興事業

令和７年度の取組内容
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8,262千円７予算額8,262千円６予算額8,019千円５決算額

目的

進捗状況

・大阪フィルハーモニー協会と
連携した事業を実施

・小中学生向けの職業体験
イベントを実施

・芸術文化活動を通じた
にぎわい創出のイベントを開催

・新今宮エリアの魅力向上
イベントの開催を支援

・小学校５校・中学校３校、出前授業を実施
・西成オーケストラ鑑賞会2025開催予定（9/13）
・クリスマスロビーコンサート実施予定（12月頃）

・「西成しごと博物館」開催予定(11/9）

・現代芸術イベント「ちょちょまうヴァナ
キュラー」をもと今宮小学校にて開催中（毎月１～２回）
・「ちょちょヴァナ2025秋」開催予定（11月頃）

・新今宮エリアスタディツアーを実施中
・新今宮ワンダーランド2025開催予定(10/26）

進捗状況 進捗状況

進捗状況

完成
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西成区地域福祉推進事業

令和７年度の取組内容
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地域で暮らす住民同士がつながりをもち、支え合える地域づくりをめざす。目的

進捗状況

• ボッチャは、住民同士の自主的な活動が活発化し、ｅス
ポーツは男性の参加率が高く、ともに地域行事への参
加促進に有効な活動であると考えられるため、引き続き
世代間や地域間の交流の活性化に取り組む

• 個別避難計画の作成（令和８年度までに累計３００件）

• 地域福祉フォーラムは、関心の高かった多文化共生に
関する内容をテーマに引き続き取り組む

地域のボッチャ活動の様子

eスポーツ体験会の様子

• ボッチャは、今年度もボッチャ大会開催に向け調整中。また、子どものボッチャチームの大会参加
に向け、子育て関連施設と調整中
ｅスポーツは、老人福祉センターでの開催を中心に、希望のある地域へ出向き体験会を実施予定

• 個別避難計画の作成は、令和８年度までに累計３００件に向け取り組む（令和６年度累計２２７件）
• 地域福祉フォーラムは、令和７年11月末頃開催に向け調整中

７９２千円７予算額７９２千円６予算額６４６千円５決算額


